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生徒の学習意欲に及ぼす教師の言葉かけの影響

吉川正問γ，三宮真智子*事

本研究で法，高校時代までの教師から生徒への言葉かけについて，とくに f生徒の学習意欲への塁手

響j という点に着呈して，その実態について調査を行った。その結果，教師の言葉かけが，必ずしも

「価鐘観の多様化・多元化という社会の現状に適合したコミュニケーションj とは言えず，子どもの

学習意欲を低下させる言葉かけが少なからず見受けられること，学習意欲を高める言葉かけは，それ

を行う適切なタイミングと方法が重要であること 教師の発話意図にかかわらず 生徒は自分の置か

れている状況やパーソナリティなどによって言葉を解釈し，学習意欲もその解釈結果によって左右さ

れることなどが明らかとなった。

〔キーワード:コミュニケーション，教師の言葉かけ，学習意欲〕

， .詞題
現代社会に顕著にみられる，倍{産観の多様化・多元化

は，人と人とのコミュニケーションにとって，難しい問

題をはらんでいる。

コミュニケーションが円謂に進むためには，お互いに

共通の価誼観をより多くもっている方が望ましいと言え

る。しかし，現代社会はこうした共通の缶僅観が見出し

にくい方向へ変化し コミュニケーションが成立しづら

い社会となっている。とくに fるうんの呼吸」や「以心

伝心」に頼ってきたE本的なコミュニケーションの方法

では，お互いの意思ま束通に限界がある。

一方で，錨値観が多様化・多元化していることで，相

手の極値観を理解し，自分の倍僅観を示してその違いを

明らかにし，お互いに納得のできる合意形成を図ること

が重要となっている。そのためのコミュニケーション能

力は，われわれにとって必要不可欠である。

コミュニケーションが成立しづらい社会の中で，コ

ミュニケーショシをとることの重要性が増す一方である，

という矛産した状況は，現代の若い世代の日本人を中心

に，コミュニケーションに対する自信を失わせている(た

とえば，北本， 2001)。

特に学校現場においては，この矛着した状況が，子ど

もたちの抱えている問題によって さらに増幅されてい

る。

子どもたちの置かれている状況について，江玉 (2006)

は，次の3点を挙げている。

1 )消費社会の中で，消費者として扱われ，利益だけ

を求めて開発される高品は子ども用とされながら

も子どものためのものではなくなってきている。

2)情報が，大入子ども関孫なく無差別に伝えられ，

子どもに対する情報管理力が失われている。

3)子どもたちが生命の危機に立たされ，生きていく

ことに喜びゃ幸福を感じることも 自分の将来に希

望を持つこともできなくなっている。

江玉は，これらの状況から，現代は rli子ども期の渚

滅』の時代を迎えようとしているj と指描している。現

代社会の特質の一つである f消費社会」わ情報化社会jの

影響を，子どもたちはもろに被っているのである。

一方で子ども期の消滅jをもたらした社会の状況は，

子どもたちの精神面での早熟を促したわけではない。む

しろ，逆に糖神酉では未熟さが目立つというのが，子ど

もたちと接する現職の教師たちの共通の認識である(河

本す， 2002)。

このような社会状況や子どもたちの状況を鑑みたとき，

教育における教師のコミュニケーション能力の重要性は，

今まで以上に高まらざるを得ない。日本的なコミュニ

ケーションを脱却し，とくに価檀観の多様化・多元化と

いう社会の現状に適応できるようなコミュニケーション

を身につけることが要求される。

そこで，教師のコミュニケーションの現状をみると，

いささか不安な材料が自につく。

たとえば，三宮 (2004)は，教員養成系大学の大学3

年生76名(男性10名女性66名)を対象に，自由記

述で自分のコミュニケーションについて振り返っても

らったところ r自分の意見を述べたり説明したりするこ

*鳴門教育大学大学院学校教育研究科

**鳴門教育大学高度構報研究教青センター

l'h4 (2007) 19 



とがうまくできないJr邑分の気持ちを伝えることがうま
くできないJr (特に初対面ゃあまり親しくない相手との〉

対面コミュニケーションが苦手であるj などの問題を感

じているという。これから教育現場に向かおうとしてい

る学生もまた，コミュニケーションに対する自告が持て

ない現状にあるといえる。

また近年授業は黒板に向かつて小声でぼそぼそと話

すJr大人数を相手に話すのが苦手Jr生徒の反応を見ず

に一方的に授業を進めるJr生徒や伺僚とコミュニケー

ションが取れず，授業でも激高して生徒を怒鳴るJ(大木，

2005)といった教師の存在が指請され，教師の指導力

に疑問が投げかけられているが，これらは，教師の指導

力や教師としての適性の需題と言うよりも，むしろコ

ミュニケーションの問題である。

これらの点を考慮すると，教育現場の実態として，子

どもたちと必ずしもうまくコミュニケーションができて

いないのではないかと考えられるが，教諦のコミュニ

ケーションの実態については 十分明らかにされている

とは言い難い。

そこで，本研究では，高校時代までの教師と生徒との

コミュニケーションについて とくに f生徒の学習意欲

への彰響j という点に着自して その実態を明らかにし

たい。

2. rやる気をなくした言葉Jrやる気の出た言葉」の調査

2. 1 目的

学翠場面での教師と生徒・児童との言葉のやりとりに

焦点を置いて，学習意欲，すなわち学習に対する「やる

気」をなくした言葉は何か 逆に「やる気」が出た言葉

は向かを調査し，コミュニケーションの実態を分析する。

2.2 方法

対象者:徳島県の国立大学の学部生83名。

方法 :A4判の用紙2枚に 小・中・高等学校や塾・

予備校の先生〈習い事の先生はのぞく〉から言われて，

最も学習(勉強)に対してのやる気をなくした言葉と，

最も学習(勉強)へのやる気が出た言葉についてそれ

は，どんな言葉ですかJrそれは，いつ，誰に，どんな場
面で言われた言葉ですかJrその言葉を言われたとき，あ

なたはどんな気持ちになりましたかj の3項目について

記入を求めた。

調査?え大学1年生・ 2年生・大学3・4年生配当の

授業をそれぞれ一つずつ選び担当の先生の許可をいた

だいた上で，授業の冒頭15分程度で実施した。
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2. 3 結果

2. 3. 1 収集した言葉の分類

遠藤・吉川・三宮(1988)は 教師の f叱りことば」

のパターンと受け手に与える印象について調査し，収集

した896倍の叱りことばを，次の 16のパターンに分類

している〈表り。そこでこのカテゴワーを参考にして，

次の 14のカテゴ1)ーを作成した。

表 1 叱り方のパターン〈遠藤・吉)11-三宮， 1988) 

藍接的表現

1.望ましくない行為の制止(どたどた走るな)(残し

てはいけません〉

2.望ましい行為の要求〈もっと手を動かしなさい)

(静かにしなさい〉

間接的表現

1.望ましくない行為の指描(またわすれた)(机の上

に盛ってる)

2.望ましくない行為の逆説的指定〈やる気ないん

だったら，するな)(もうテストをうけなくていい)

3.望ましくない理由説明〈みんな待ってるんだぞ)

(なおさないとくせになるよ〉

4.罰の予告〈正座しろ) (京省文をかけ) (給食おあ

ずけ〉

5.子どもの人格にたいする評価(わがままな子だ)

(よく問題をおこす子だ)

6. つきはなし(お前のようなやつは知らん)(もう学

校へこんでもいい〉

7. 話者の不快感の表明〈先生はかなしい)(先生は残

念だ)

8. 問いただし(そんなことでどうするんだ)(何して

るんだ)

9.悪態，ののしりによる不快感の表明〈ばかもん)

(あほか)

10;想起(先生は給食のことを前からこまかく言って
いるでしょ)

11.セルフコントEーん要求(自分がそうなった時の

ことを考えろ) (相手の立場に立ってみろ〉

12.権威的おどし(連絡帳にかく) (親を呼ぶ) (通知
表につけておく〉

13. その他〈立っている方が好きなようね)(家廷の薫

イ壬です)

喜の執行

1)要求・制止

f勉強しなさいJr携帯をさわってはいけません」など

教師が望ましいと考えている行動を直接要求・合令した

り，逆に望ましくないと考えている行動を亘接制止した
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りするもの。

2)事実の詣捕

「学力伸びたなあ」など， {可か根拠を持って，棺手が望

ましい行動をしたり 望ましくない行動をしたりしたこ

とを指摘するもの。

3)話者の予想・判断の表明

「お前なら，どこの高校でも行けるJr今からがんばっ
たら成績伸びるわj など これから先のことについて予

想したり，起こっている事柄について判断したりするも

の。

4)問題の難易の表明

「これは霞単な問題であるjなど，話者の側が問題の難

、易を表明するもの。

5)賞罰の予告

「次の期末テストで75点以上だったらラーメン食わし

てやるj など，糞罰を与えることを予告するもの

6)人物評缶

「よくがんばりましたねえJrお前はセンスがなしりな

ど，相手の人格や行動ζ対して，何らかの評価を与える

もの。

7)受容・非受容

「つらかっただろうね」などと相手を受け入れること

を示す言葉やお前ら勝手にせい」と相手を突き放す言

葉。

8)質問

「何があったらできるの ?Jのような問いかけ， rどう

してできないの ?J と相手を問いただすような言葉。

9)話者の感信表明

「殴ったろうかと患ったわJrこういう答えを待ってた

んよJなど，話者自身の感J障を示すもの。

10)助言

「教師が一番生徒に近いんじゃないか?J r志望校を一

つ下げるかれなど前向き・後ろ向きの助言のほか

「継続は力なりJなどの潰用匂を用いたアドバイス。

11)追い込み

「この問題が解けたらすごいよjとチャレンジを提した

りやばいで，行くとこないで」など相手の危機惑をあ

おったりする言葉。

12)比較

「君よりあの子の方ができるよjなど，飽の人と比べる

言葉。

13)はLずまし

「最後までリミットかけたらあかんJ，rこれからもその

謂子でねj などのように 相手を励ます言葉。

14)その也

「じゃあ岳習で，このプリントやっといてねJrテスト

には出んけどjなど， 1 '" 13のいずれにも分類できない

言語表現。

NO.4 (2007) 

そして，この 14のカテゴワーに基づいて，収集した

「やる気をなくした言葉J54伊tl，rやる気の出た言葉J

74例を分類し，分析を行った。

2. 3. 2 rやる気をなくした言葉」
54の言葉を上記の 1'" 14のカテゴリーに分類した結

果は，表2のようζなった。

表2 rやる気をなくした言葉」のカテゴリー

カテゴリー 件数 割合 i

1.要求・制止 9 16.7% 

2.事実の指摘 。 0β% 
3.予悲・判断 11 20.4% 

4.問題の難易の表明 3 5.6% 

5.賞罰の予告 O 0.0% 

6.人物評語 6 11.1% 

7.受容・非受容 3 5β% 

8.質問 8 14.8% 

9.感情表明 2 3.7% 

10.場言 4 7.4% 

11.追い込み O 0.0% 

12.比較 2 3.7% 

13.はげまし 1 1.9% 

14.その他 5 9.3% 
l口h、 言f 54 100% 

f話者の予想・判断の表明Jr要求・髄止Jr質問Jr人

物評缶Jr助言j の5つのカテゴリーに含まれる言葉が，

全体の約70%を占めた。

f話者の予想・判断の表明」のカテゴワーで上げられた

言葉の中には頑張ってもここまでしか受からないよj

や「お話じゃできないだろうj など，キE手に対して否定

的な予想や判断を含む言葉が，とくにやる気をなくした

言葉として6椀あげられていた。

また，否定的ではなくても「この問題は分からなかっ

たち手をつけなくてもいいです。できる人だけやってく

ださいJr別にこの問題はできなくていいJという言葉が，

「できない子を放在しているjと受け取られたりお前

にはこの難しい問題はできないj と 自分の能力を否定

されたと受け取ちれたりしている。このケースが2例

あった。話し手が相手(回審者〉の能力や学力を過小に

考え，そこから「できないJr受かちなしりなどと発言し

たと受け手が考えるとき 学習意欲の低下を招いている

と考えられる。

f要求・制止Jは，回答者自身はまじめにやっているつ

もりなのに fマジメにしなさい!Jと要求されたり，授

業に使うプリントをさがじていたら「携帯をさわっては

いけませんJと言われたりした事例が4例含まれる。ま

た，決めつけた感じで「勉強しなさい」と言い渡された
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事例も 1伊jあった。話し手が受け手(回答者)の行動を

正しく把握していないと受け手が考えるときに学習意欲

の誕下を詔いていると考えられる。

「質問」では荷でわからんの?J rこんなこともでき

ないの ?Jなど，問題が解けないことを責める(問いた

だす〉質問が 8 例中 7 伊~.授業中，辞書を民いていたと

きに fなにやってんねんj と問いただす例が1例あった。

「人物評錨j では， rお前はセンスがないJrお前はもう

悼びんj などの否定的な評缶が6例中 3例よくがん

ばったねJr高校生の鏡やね""'Jという肯定的な評舗が同

じく 3例あった。

「助言Jでは， i志望校を下げるかJi呂標を 1ランク下

げてみたらどうだ?Jのような，後ろ向きの助言が2例，

f塾に行ったらどう?J i合格するためには1B に30分

ずつでもすべての教科を勉強しなければならないj など

の助言が2例あった。

「やる気をなくした言葉」で、サンフ。んの数が多かったカ

テゴリーの言葉は 次のような特徴が見出される。

①受け手に対して否定的な言葉

@受け手に対する誤った認識に基づく言葉

また，その植のカテゴリーについてもこれ泣簡単な

問題ですよ〈問題の難易の表明)J iおまえら，ガキのた

めにこんな暑い中何でおしえなあかんのじゃー，もうえ

えわ，お前ら勝手にせい(非受容)J r私は好きであなた
達に教えているのではない。成り行きでこんな仕事をし

ているのだ(話者の惑情)J r君よりあの子の方ができる
よ〈比較)J などがあった。

また「その他jに分類された言葉の中には受験であ

なたが失敗しでも先生は何も患わない。 Fあち~残念ね』

とは言っても，先生は心ではどうも思っていなしりとい

うものがあった。この言葉などは 収集した言葉の中で

は，受け手に対して否定的なイメージを伝える最たる言

葉だと思われる。

全体的な傾向として受け手に対して，否定的あるいは

誤った認識に基づく言葉が 学習意欲を低下させている

ということ主主いえる。

2. 3. 3 rやる気の出た言葉J
74の言葉を 1'" 14のカテゴリーに分類した結果は表

3の通りになった。 F人物評{面Jr助言JrはげましJr予
想、・判断j の4つのカテゴリーに含まれる言葉が，全体

の約78%を占めた。

「人物評価jには r屋語のセンスあるねえJrよく頑張

りましたねえjなど凶例すべてが肯定的な評価をした

ものであった。

22 

表3 rやる気が出た言葉Jのカテゴリー

カテゴリー 件数 割合

1.要求・制止 。 0.0% 
2.事実の指摘 6 8.1% 

3.予想・判断 9 14.9% 

4.問題の難易の表明 Q 0.0% 

5.賞罰の予告 1 1.4% 

6. 人物評価 19 25.7% 

7.受容・非受容 O 。β%
8.質問 。 0.0% 
9.感情表明 2 2.7% 

10.助言 15 20.3% 

11.追い込み 4 5.4% 

12.比較 1 1.4% 

13.はLデまし 13 17五%

14.その他 2 2.7% 
メロh、 計 74 100% 

f助言j も， r少しずつ自分のペースで勉強をすすめれ
ばよいj などの前向きの助言が 15 例中 10 伊~，前向き・

後ろ向きという分類はできないが 助言が学習意欲を引

き出した例は5例あった。

r~まげましj は 13 例あり， rこれからもその調子でお」

「最後までリミットかけたらあかん」などの言葉があっ

た。

f予想・判断」には 「これから頭張れば必ず成績は伸

びるJiこの子は将来何かやってくれると思うんですよ」

など，受け手にとって良い予想・判断が含まれた言葉が

9伊j中7例あった。また fその学校は絶対無理Jrこの

ままだとお離の人生，大切なところで失敗するぞ」など，

受け手にとって悪い予想、・判断が含まれた言葉も 2例

あった。

fやる気の出た言葉j には 「受け手記対する肯定的な

評舗や言葉かけj が多いという特徴が見出せる。サンプ

ル数の多かったカテゴリーだけでなく その他のカテゴ

リーにおいても授業の時はじっとこっちをみて真剣に

敦り組んでるね(事実の指描)Jなど肯定的な言葉かけが

多くみられた。

2.3.4 rやる気をなくした言葉jと「やる気が出た
言葉jの比較

的 Fやる気をなくしたj に集中した言葉のカテゴリー

相手である受け手に対して否定的な言葉や，受け手に

対する誤った認識に基づく言葉を教障が発したとき，受

け手はやる気をなくし 逆に受け手に対して肯定的な言

葉や受け手の状態を正しく認識した上での言葉を発した

ときに，受け手法やる気を出す。これは現場の教師が経

験的に感じることでもあるが今回の課査でもそれが裏

鳴門教育大学情報教育ジャーナル



付けられたと考えられる。

しかし一方で，言語表現として泣受け手に対して肯定

的な言葉をかけても 受け手が学習意欲を低下させてい

る例がある。また否定的な言葉で危機感をあおる言葉か

けでも，受け手が学習意欲を高めた伊jがあることにも注

意が必要であろう。肯定的な言葉が必ず学習意欲を向上

させ，否定的な言葉が必ず学習意欲を低下させる，とも

限らないのである。

表2・表3をみると「要求・棋止Jr開題の難易の表

明Jr受容・非受容Jr費問j のカテゴワーでは，サンプ

んが「やる気をなくした言葉」にすべて分類された。

それぞれの分布をさらにくわしくみていくと， r受容・

非受容j のカテゴリーには 梧手への「受容Jを示す言

葉と，相手への f非受容j を示す言葉の両方が考えられ

るが，サンプルとして出てきた言葉泣すべて「おまえら，

ガキのためにこんな暑い中何で教えなあかんのじゃー

もうええわ，お前ら勝手にせいJのような f非受容j の

言葉，すなわち突き放した言葉であった(表針。

表4 r受容・非受容」の言葉の伊j

言葉 状況

お前誌もう 19年度に頭 高校3年後半の時に，もっ
張れ とも基本的なことが分から

なくて，先生に質問して，

かえってきた答えの意味も

理解できなかったとき。

おまえら，ガキのために ハチが教室に入ってきて，

こんな暑い中荷で教えな みんなが騒がしくなったと

あかんのじゃー，もうえ き，先生がキレた。

えわ，お前ら勝手にせい

また費関jのカテゴリーも，単純に相手に問いかけ

る場合と，叱りの意味合いを含む「問いただしj の場合

とが考えられるが出てきた言葉はすべて「問いただしj

の言葉であった〈表5)。

表5 r費問jの言葉の伊l

言葉 状況

何でわからんの? 私の苦手な単元の謂題で，

ややいらいらした口調で頭

ごなしに叱る惑じで。

こんなのもできないんで 前ζ出て，漢文の書き下し

すか? 文を書いていたが，なかな

か進まずとまっていたとき。

サンプル数が少ないため，郎断はできないが，教師と

子どもたちとのコミュニケーションにおいて受容jの

言葉かけが極端に少なく，また糞関を発するとき，往々

にして「問いただす・詰問するJ傾向があると考えられる。
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{2) rやる気が畠たJ(こ集中した言葉のカテゴリー
逆に f事実の指摘Jr追い込みJrはげましj では，ほ

ぼすべての言葉が fやる気の出た」言葉であった。「事実

の指摘Jでは， r (授業を)真剣に取り組んでるねJなど，
話し手にとって望ましい行動を肯定的に捉える言葉がほ

とんどであった。

f追い込みj のカテゴリーでは 「この問題が解けたら

すごいよj のようなチャレンジをあおる言葉よりも fや

ばいで。行くとこないで」のような危機感をあおる言葉

の方が多かった(表的。

表6 r遣い込み」の言葉の伊j
言葉

このままだと応用クラス 高校1年生の夏，三者面談

から落ちるぞ。 にて。

やばいで。行くとこ無い 高3で受験なのに，全然勉

で。 強していなくて，模試の結

果が相変わらず、悪かったと

きに担{壬の先生に呼び出さ 1

れて言われました。 l 

危機感をあおる言葉は 一穀に否定的な言葉を受け手

に発信するため，学習意欲を当日ぐのではないかと考えら

れるが，今屈の調査では，逆に学習意欲を向上させる言

葉となっている。

回答にはこのままだと応用クラスから落ちるぞjと

言われて友達と離れたくない，やらなきゃ!日と感

じたものやばいで，行くとこ無いでj と言われて fこ

れはちょっとほんまにあかんで。しっかりやらんと大学

いかれへん，もう 1年勉強するのは嫌やj と感じたもの，

これらは f応用クラスから落ちるJr行くとこ(進学，合
格できる大学〉がない」という 教師が発した言葉に反

応したというよりそこから「友達と一緒にいられないj

「もう一年勉強しなければならないj という，受け手に

とっての「危磯jが呼び起こされている。つまり r受け

手が大切にしているもの」が危機にさらされる，と受け

手が解釈したときに 学習意欲が高まったのではないか

と考えられる。

また今のままで，国立はうからへんでJと言われて

「負けるか!Jと感じたと報告している自答もあった。

これは本人のパーソナリティ ζよって負けん気が喚起さ

れたものと考えちれる。

以上のことから，危機感をあおる言葉が学習意欲を喚

起するかどうかは 受け手の解釈に依存すると考えられ

る。受け手が急けん気の強いパーソナリティをもってい

た場合には，危機惑をあおる言葉が学習意欲を引き出す

可譲住がある。また危機感をあおる言葉が，受け手自身

の錨値〈友達と一緒に勉強するなど)に危機をもたらす

と解釈されたとき 学習意欲を引き出す可能性があると
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考えられる。

「はげましj のカテゴリーでは， 1伊iだけ， 1やる気を

なくしたj と回答している言葉があった(表7)。

表 7 rはげましjの言葉の例

言葉 状況

継続法力なり，続けてい 英語のテストが30点以下
けば必ず分かるようにな になったときに，どうした

るから。 ら点数が上がるかを聞いた

とき。

(1やる気が出たJ)

みんなそんなもんや。 模試の暫定がでたときに面

まーだ大丈夫。まずは落 談で第l志望が受験の年の

ち着いて勉強したもええ。 10丹ζCだ、ったとき。

落ちるのも受かるのも， (1やる気が出たj)

そのときにならんと分か

らん。

しゃーないわ，がんばれ HRの時間に模試を返して

よ もらうとき，テスト結果に

対して。

(1やる気をなくしたJ)

回答者の記述によると，それは「しゃーないわ，がん

ばれよjという言葉であり IHRの待関に模試を返して

もらうとき，テスト結果に対して」言った言葉である。

そのとき回答者は「何をどう頑張ったらよいのだ，と患っ

た」と記述している。

テスト結果が思わしくないときに どのような言葉を

かけるかは難しいところであるが「はげまし」のカテゴ

リーに分類した fやる気が出た」言葉をみると続けて

いたら必ず分かるようになるからJ1まずは落ち着いて勉

強じたらええj など，具体的ではないが，勉強の指針に

ヒントを与えるような言葉が添えられている。

テストの結果が思わしくなく，本人が落ち込んでいる

ときには 1はげまし」がJ必要であるが，単に心理的に支

えるだけよりも，簡諜でもこれから先の勉強の方針につ

いての靖報を添えることが 学習意欲の維持のために必

要だと考えることができる。

(3) rやる気をなくしたJrやる気が出たjどちらにも舗
いた言葉のカテゴリー

学習意欲を向上する方向へも低下する方向へもどちら

にも働くカテゴリーの言葉もあった。たとえば話者の

予想、・判断の表明j のカテゴワー誌「やる気をなくしたj

fやる気が出た」どちらのサンプルも§例である。「人物

評倍J1助言Jのカテゴリーは， 1やる気が出た」言葉の

サンプルが「やる気をなくした」言葉のサジプルより多

いが， 1やる気をなくしたJ言葉にも一定のすンプル数が

みられる。これらのカテゴワーについて検討する。

「話者の予想・判断の表明」のカテゴリーで法， 1字は
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きれいなのにO(マ)v)がすくないなあJ1やればできる

のに今田サボったやろうj など，書定的な言葉を発し

たあとに否定的な言葉が続く事例が4例あり，その言葉

によって「やる気をなくしたJ1やる気が出たjが2例ず

つあった〈表8)。

表8 r肯定→否定」の言葉の例

言葉 状況

字はきれいなのにO(マ テストを返してもらうとき。
)v)がすくないなあ。 (1やる気をなくしたJ)

00さんはやればできる テストのあとの面談。
のに，今国サボったやろ (1やる気をなくしたJ)

う?

あなたはやればもっと伸 部活であまり勉強していな

びる子なのに。 かったときに教室で。

(1やる気が出たJ)

やればできる子，もとも 家庭訪問か面談の時。

と頭はいいのにやちない (1やる気が出たJ)

だけ。

この言葉をかけられて「やる気をなくしたj と回答し

た学生はほめちれているのとダメだと言われているの

と両方で，複雑な気持ちJ1今までず、っと Fやればできる

のに~といろんな入から言われ続けてきたのでうんざり，

自分なりに頑張ったけど結果が出なかったときなので，

ますますいらいらしたJとそのときの気持ちを記述して

いる。一方やる気が出たjと自答した学生は「やれば

もっと伸びる子なのに」と言われて l'悔しいからもっと

頑張ろう」と思った rやればできる子，もともと頭はい

いのにやらないだけJと言われて「たしかに rさぼって
ばかりいるな』と改心」した などと記述している。以

上の例では，最初の「肯定的な言葉Jの受け手へ与える

影響は，小さくなっているといえる。

「人物評価Jについては，肯定的な評価をしても学習意

欲が抵下する例が3例あった(表針。

表9 書定的な評伍をしても学晋意欲が下がった言葉の偶

言葉 状況

よく頑張ったね。 自分(回答者)ノートを見

て。

君は高校生の鏡やね~。 体み時間ζその先生と蔀下

で雑談をしていたとき。

努力をそんなにしていな テスト後や面談でたびたび、。

かったのにテストの点数

をほめられ，クラスで

トッフ。だったため，期待

しているということを言

われたとき。

3倒を回答した学生は，それぞれ「そんな当たり前の

ことでほめられても逆にけなしている惑がしたJr今の
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'自分が嫌だ，変わりたい，と思っていたので，自分の本

当の心の内面をみられていないと感じ もの悲しく患っ

たJr実際の撲の心境としては上を自指せるように告々

と指導してほしかったのに 努力をしていない現状をほ

められ，それからは妥協するようになったj と記述して

いる。いずれも自分の現状に対する不満を持っており「さ

らに向上したい」という気持ちを持っていることが背景

にあると推測される。言語表現としては「肯定的j な評

価であるが，受け手の側に自分の現状に対する不満があ

る時には，受け手はその言葉を f否定的j に捉える場合

があるのだと考えることができる。

「助言」のカテゴリーでは 「やる気が出たJ言葉15

例は「今からでも遅くないからとりあえず，今日かえっ

て始めようj など，栢手が取り組んでいることに前向

きな助言をするものであった。逆に「やる気をなくした」

言葉4例のうち， 2例は「志望校を一つ下げるかJrちょっ
と 00大とはかけ離れすぎているから，目標を 1ラン

ク下げてみたらどうだ? その方が或績が伸びるかもし

れんJのような後ろ向きな勃言塾に行ったちどう ?Jな

どの助言が2例であった(表 10)。

前向きな助言はすべて「やる気が出たj言葉として働

き，後ろ向きの助言はすべて fやる気をなくしたj言葉

として錆いた。

表 10 r揚言jの言葉の191J

言葉 状況

志望校を一つ下げるか。 高校受験の三者面談の時。

や ちょっと， 00大とは 高3の冬休みで，学力が
る かけ離れ過ぎているか 抵迷しているとき。

気を ら， 目標を 1ランク下

な
げてみたらどうだ?

く そのほうが成績が伸び

し るかもしれん
た
塾に行ったらどう? 掴人面談時に通知表を見

ながら。

少しずつ自分のペース 塾の先生に受験で悩んで

や
で勉強を進めればよい いたとき立言われた。

る 教師が一番生徒に近い 大学受験で，教員養成系

気持出t んじゃないか ζ行くか，臨床心理系に

行くか医っていたとき。

た
勉強するかしないかは 高校3年生の夏休みに。
自分が決めることだ。

「やる気が出たJTやる気をなくしたj 両方にf動いたの

は前向きの助言とも，後ろ向きの助言とも断定できない

言葉であった。たとえば「塾に行ったらどうれという

言葉自体は「成請が良くないから(塾に行ったらどう?)J 

という後ろ向きの助言とも r(塾に行ったち〉成績がもっ

と上げられるかもしれないよJという前向きの助言とも

とることができる。
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この言葉を回答してくれた学生は成績自体はよくも

悪くもないが，先生が授業を振り返らず，塾へと責任転

嫁したような気がして，先生に対して不信惑を覚え，や

る気を剖がれたj と記述している。

回答者本人は「塾へ行ったらどう ?J という言葉を，

「先生が授業を振り返らず 塾へと責任転嫁したような

気j がしたとしている。もともと先生の授業に対して何

ちかの不満を抱いていたのかもしれない。話し手である

先生の発言の真意は分からないが，助言を否定的に捉え，

学習意欲を抵下させる結果を招いている。

一方 r勉強するかしないかは自分が決めることだjと

いう助言弘一概に前向き・後ろ向きという判断はでき

ないだろう。しかしこの言葉を受けた臣答者は「勉強は

他の誰かのためでもなく 自分のためにするものだと気

村きました。jと前向きζ捉え，学習意欲を向上させてい

る。

f助言jの言葉かけははっきり「前向きの助言j と捉

えちれる表現の持，学習意欲を向上させ，はっきり「後

ろ向きの助言」と受け取れる表現の時は，学習意欲を低

下させるようである。「前向き」とも「後ろ向きj とも取

れない，中立的な表現の場合，その助言を受け手が f前

向きj と捉えるか「後ろ向きJと提えるかで，学習意欲

が左右されることになる と言えるだろう。劫言を与え

るときには，はっきり「前向きj と提えられる表現をす

る方がよいと考えられる。

2. 3. 5 r要求・制止jとf助言jの比較
最後に f要求・制止」と「助言j の二つのカテゴリー

にしぼって検討してみる〈表 11)0 

表 11 r助言」の言葉の例

fやる気をなくしたj 「やる気が出たJ

要求 9件(16.7%) Of牛(0.0%) 

助呂、 4f辛(7.4%) 15 f宇 (20.3%)

f要求・制止j は，望ましい行動iこしろ，望ましくない

行動にしろ，相手に直接行動すること(行動しないこと)

を求める。そのため「指示的な言葉」である，というこ

とができる。一方助言jは，具体的な行動を提示する

ことがあっても，その行動を受け入れるかどうかは受け

手ζ委ねられている部分が大きい。その点で「助言」の

言葉かけは「支援的な言葉かけj であるということがで

きるだろう。

今回の讃査結果からいうと 基本的に指示的な言葉かけ

である f要求・制止」は，学習意欲を低下させる傾向に

あり，逆に支援的な言葉かけである「助言j は学習意欲

を維持・向上させる傾向にあるということができる。 f助
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言」によって fやる気をなくしたj 例も4例あるが，こ

のうち 3例は，テストなどの成績が fよくも悪くもないj

か「低迷」しているときに，否定的に提えられる助言か「後

ろ向きの助言Jを受けたときに，学習意欲が低下してい

る。

先の2.3.4での考察と合わせて助言jは f図ってい

るとき，あるいは成績などが振るわず，学習意欲が低下

しているときj に「前向きj の「助言j をすることで，

学習意欲を向上させると言える。

3. 全体的考察

以上の調査の結果から 教師と生徒・児童とのコミュ

ニケーションの実態として次の4点が考えられる。

1)教輔のコミュニケーションのあり方が，必ずしも

r韻檀観の多様化・多元化という社会の現状iこ適志し
たコミュニケーションjのあり方ではない。

今国の調査結果で明らかになったように，教師は，受

け手に対して否定的な言葉や，受け手に対する誤った認

識に基づく言葉を予想外に多く発している。教師が否定

的な言葉や誤った認識に基づく言葉を多く発していると

いうことは，教師が生徒の持っている伍値観や考えにつ

いて十分理解できていないことをうかがわせる。その状

態でやりとりされるコミュニケーションは，必ずしも極

僅多元化社会に適応したコミュニケーションであるとは

いえないだろう。

2)おそらくは非意函的ではあろうが，子どもの学習意

欲を抵下させる教揮の言葉かけは，少なからず見受け

られる。

今@J，教師を対象とした調査は行っていないので，そ

れぞれの言葉の発話意園を確認することはできなかった。

しかし，今国収集した「やる気をなくしたj言葉54例

の中で， f学翠意欲を低下させよう」という意留をもって

発せられた言葉は少ないと思われる。だとすれば，教師

は，自分の言葉によって「学習意欲を低下させているj

乙とに気づかないまま，生徒・児童の学習意欲を抵下さ

せる言葉を発している可龍性があることになる。教師は，

自分のコミュニケーションについてのメタ認知を動かせ

て，自己のコミュニケーションに対するコントロールを

働かせることが必要であろう。
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3〉学習意欲を高める言葉かけは それを行う違切なタ

イミングと方法が重要である。

勃言は r棺手が学習意欲をなくしているとき，相手が

明白に匿っているとき」に「前向きJの勃言をすること

で，学習意欲を向上させる可能性が高い。

4〉教師の発話意図にかかわらず，桓手iま自分の状況や

パーソナリティなどによって言葉を解釈し，学習意欲

もその解釈結果によって左右される。つまり「言葉の

意味を決めるのは受け手(相手〉であるj とも言える。

相手を肯定する言葉をかけても 受け手本人が書定さ

れた自分の部分について不満を担いていれば，その言葉

は「否定的Jに捉えられる。逆に「否定的j な言葉をか

けても，その開題が梧手の価誼観やパーソナワティから

みて「危機」と惑じられたときには 学習意欲が喚起さ

れることもある。

相手の学習意欲を低下させるような言葉かけを，教師

が発しないために誌 桔手の状況やパーソナリティを十

分把握する必要がある。教師が言葉を発する前に，まず

相手に話をさせ，相手の状況やパーソナリティを確認し

てから，それに志じた言葉を選択する必要があろう。

4. まとめ

以上の考察より，これからの教師のコミュニケーショ

ンの向上には，次の3点が必要であると考えられる。

1) r言葉の意味を決めるのは受け手〈相手)であるJと
いう認識を持つこと。

とくに f助言j や「肯定的な評倍」は，相手のためを

思って発しているわけで、あるから その言葉によって棺

手の学習意欲が低下してしまった場合，話し手は相手が

自分の話を理解してくれないことに動揺し，場合によっ

て怒りを感じることもあるだろう。しかしj言葉の意味

を決めるのは受け手〈桔手)である」という認識を持て

ば，それを冷静に受けとめて改めて適切なコミュニケー

ションを試みることができるであろう。

2〉相手のパーソナリティ，担手が持つ畠己認識，値檀

観を把握するために，栢手からの情報をより多く受信

すること。

これらについての信報が多ければ誤った言葉を選択

するのを減らすことができる。そのためには，相手の話

を「麓く」ことが重要である。 Gordonらは， fT. E. T. 
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=教師学j を提唱しその中で「受動的な聴き方Jr能動

的な聴き方jについて解説しているが(たとえば， Gordon， 

1974 奥沢・市}If.近藤共訳 1985) ，そのような相手

の話を「諒く」スキんに磨きをかけることが値植多元

f七社会j のコミュニケーションには重要であると考えら

れる。

3〉教師自身の三ミュニケーションについてのメタ認知

を促し，コミュニケーションに対するコントロールを

働かせること。

そのためには，コミュニケーションの機能や種類など

に対する知識を増やすことが重要である。

今後の課題としては次の二点が挙げられる。

1〉教師のコミュニケーションの実態調査の語査対象を

さらに拡大すること。

今回は大学生を対象に 小学校から高校までの教師の

コミュニケーションを張り返ってもちう形をとったが，

校種別の違いを見るにはややデータ不足であったと言え

る。また，教留の発話意留がどうであったのかについて

のデータも得られていない。実際の小学生・中学生・高

校生や，現場の教師を対象とした実態調査を行い，さら

に教障のコミュニケーションの実態を明らかにすること

が必要である。

2〉今回明らかになった教師のコミュニケーション力向

上の方舟性を踏まえた 教陣向けのコミュニケーショ

ン教材を開発すること。

弔意く」スキルを向上させるコミュニケーションにつ

いての知識を豊かにし，コミュニケーションに対するメ

タ認知を促す研修教材を開発することが卦要である。

5.参考文献

江玉睦美 2006 大人一子ども関係の現在秋山弥(監

修) 教師の仕事とは何か-スキルアップへのファー

スト・ステップ第1章，北大路書房， 1-16 

遠藤由美・吉川左紀子・三宮真智子 1988 教師の叱り

ことばのパターンと受け手に与える印象 日本教育心

理学会第30回総会発表論文集 578 -579 

遠藤由美・吉川左紀子・三宮真智子 1991 親の叱りこ

とばの表現に関する研究 教育心理学研究，39，85-91

Gordon，T. 1974 T. E. T : Teacher EffectIveness Traning 

(奥沢良雄・市}If千秋・近藤千恵訳 1985 T. E. T教

儒学効果的な教師=生徒関係の確立小学館〉

NO.4 (2007) 

河村茂雄 2002 教諦のためのソーシャル・スキル 子

どもとの人間関係を深める技術 誠信書房

北本晃治 2001 コミュニケーション教育における治

療的アプローチの役割 帝塚山大学短期大学部紀要，

38. 19-28 

大木光夫指導力のある教師は学校でつくる教育

ジャーナル2005 12丹号(通巻第44巻 10号)，学

習研究社， 6 -16 

三宮真雪子 思考・惑信を表現する力を育てるコミュニ

ケーション教育の提案:メタ認知の観点から 鳴門教

育大学学校教育実践センタ一紀要第四号， 151-161 

27 


